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2016年10月21日 ECBの金融政策（2016年10月） 
2016年10月13日 大幅に改善した「ZEW景況感指数」（欧州） 

（No.2,830） 
〈マーケットレポートNo.5,571〉 

2017年8月17日 

日本の企業業績と株式市場の見通し 

年度下期に向け業績拡大期待が株価を下支え 

2017年4-6月期は順調 
製造業がけん引 

【2017年4-6月期決算の概要】 

 2017年4-6月期の企業業績は前年同期比

で 売 上 高 が ＋ 4.7 ％ 、 営 業 利 益 が 同

＋10.5％、経常利益が同＋19.0％となりま

した（8月16日現在）。今回の決算は、米

国や中国を中心に海外景気が好調を維持す

る中、輸出関連企業に追い風が吹いた形とな

りました。 

 業種別に経常利益の変化率を見ると、製造

業は前年同期比＋38.4％と全体をけん引し

ました。「鉄鋼」が前年同期比10.5倍と大きく

回復したほか、「電気機器」が同＋73.9％、

「機械」が同＋76.8％と好調でした。輸送用

機器は同＋14.6％に留まりましたが、総じて

製造業は堅調でした。 

 一方、非製造業の経常利益は前年同期比

＋ 5.0 ％ と な り ま し た 。 「 卸 売 業 」 が 同

+41.3％と高い伸びを示しましたが、「情報・

通信業」が同▲12.9％となりました。 

（注）2017年8月16日現在。前年同期比。 

         対象は東証1部上場3月期決算企業。全産業は金融を含む。 

（出所）QUICKのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（単位：％） 

業種 社数 売上高 営業利益 経常利益

全産業 1,455 4.7 10.5 19.0

製造業 710 9.1 18.1 38.4

非製造業 609 ▲ 1.0 5.5 5.0

金融 136 5.0 0.5 10.1

食料品 53 2.8 7.5 11.6

繊維製品 25 5.6 4.3 14.0

パルプ・紙 11 4.6 ▲ 38.3 ▲ 5.5

化学 107 9.3 25.9 51.8

医薬品 31 2.3 ▲ 6.8 ▲ 0.2

石油･石炭製品 7 32.6 13.4 11.0

ゴム製品 7 7.3 3.2 24.1

ガラス・土石製品 25 6.7 11.6 15.7

鉄鋼 31 18.5 4.3倍 10.5倍

非鉄金属 23 11.6 45.5 84.2

金属製品 30 3.4 10.4 24.3

機械 109 12.6 24.8 76.8

電気機器 129 7.8 52.6 73.9

輸送用機器 60 7.0 1.2 14.6

精密機器 25 5.6 ▲ 4.6 32.3

その他製品 37 6.9 26.3 3.2倍

水産･農林業 4 4.8 31.2 75.4

鉱業 6 14.9 29.5 61.8

建設業 90 3.3 12.7 18.8

電気・ガス業 19 4.9 ▲ 40.8 ▲ 43.0

陸運業 40 3.5 7.4 8.0

海運業 8 12.3 黒字転換 黒字転換

空運業 3 9.0 38.4 64.7

倉庫･運輸関連業 20 6.8 3.9 4.4

情報･通信業 97 4.5 9.8 ▲ 12.9

卸売業 130 ▲ 18.9 25.7 41.3

小売業 75 3.7 12.5 24.1

不動産業 33 10.3 14.3 16.1

サービス業 84 2.0 9.9 29.1

銀行業 86 6.3 ▲ 1.2 6.9

http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/eu_africa/news161021eu.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/eu_africa/key161013eu.html
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2017年8月17日 

景気は底堅い展開：株式市場をサポート 

ユーロ圏PMIは改善 

英国PMIも続伸 

最近の指標から見る欧州経済（2016年10月） 

 今回の決算は、上期の会社予想の業績に対

する進捗率が50％を上回る好調ぶりです。足

元の国内外の経済環境を踏まえると、今後は

業績見通しを上方修正する動きが一段と強ま

ると思われます。 

 ちなみに、企業業績の改善度合いを見るリビ

ジョンインデックスは、再び上昇しています。 

上方修正の可能性 
業績予想に対する進捗率が良好 

【経常利益と東証株価指数】 

（注）データは2015年4-6月期～2017年7-9月期。 

        2017年7-9月期は2017年度上期会社予想と4-6月期の進捗率を 

        基に三井住友アセットマネジメント試算。対象は東証1部上場3月期決 

        算企業（金融は除く）。東証株価指数は3カ月平均値。2017年7-  

        9月期は7月3日から8月16日までの平均値。 

（出所）QUICKのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 
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【東証株価指数とリビジョンインデックス】 

（注1）データは2011年1月6日～2017年8月16日（週次ベース）。 
           リビジョンインデックスは8月10日まで。 
（注2）リビジョンインデックス：（上方修正企業数－下方修正企業数）÷企業数。 
           4週移動平均。 
（出所）Datastreamのデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

（ポイント） （％） 

（年） 

年度下期に向け業績拡大 
期待が株価を下支え 

 日本株式市場は、北朝鮮の核・ミサイル開発

を巡る地政学リスクの高まりから、調整を余儀な

くされましたが、今回の好決算などを背景に限

定的な下落に留まりました。ただ、地政学リスク

は当面残りそうです。 

 今後の注目点は、欧米の金融政策の正常化

に向けた動きがもたらす為替市場等への影響で

す。日本株式市場は当面投資家の慎重な姿

勢を背景に上値が重くなる可能性がありますが、

年度下期に向け、業績の拡大期待が株価を

下支えすると考えられます。 

（予） 

2016年8月10日 日本株を巡る2つの材料～地政学リスクと企業決算 
2016年8月09日 政局と日本株式市場の動向 

http://www.smam-jp.com/documents/www/market/ichikawa/irepo170810.pdf
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/japan/news170809jp.html

